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トレンド調査サービス

EOL調査に加えて、技術視点で部品を確認し、推奨部品（標準化）活動の為のトレンド調査を実施し

ます。

⇒対象部品に対して、技術仕様、パッケージサイズ等を確認し、ステータス/ウェハー世代/パッケー

ジトレンド/部品需要等の観点から総合的に判断し、A（最新）/B（現行）/C（世代遅れ）/D（終息）の

トレンドを付与
＜アウトプットイメージ＞
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【トレンド判定基準】
弊社の半導体製品のトレンドは、下記項目別の判定値を総合的に分析/推定した上で決定しています。

部品ステータス

製造技術

・A:生産中(サイト掲載中),  B:新規設計非推奨、 C:カタログ落ち(非掲載)、D:EOL

・パッケージトレンド A(最新: 0603/SOD-962等),  B(現行:1006/SC-90等)
C(旧世代: 2125/SC-59/SDO123/MELF等),  D(終息/レガシー: DO-34/TO-92等)               
※詳細規定は部品種別で定義しています。

・ｳｴﾊｰ基材(半導体)世代: A(最新:300mm～450mm), B(現行:125mm～300mm)                                                
C(旧世代:75mm～125m)

部品需要

・具体的な部品の需要ランクを弊社DBと照らして判定しています
A(需要高い), B(需要あり), C(需要少ない)  

上記各項目を総合的判断して部品トレンド(A/B/C/D)を付けています
A(最新), B(現行), C(世代遅れ), D(カタログ落ち・EOL)
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【アウトプット事例: ダイオード製品】

コメント
・トレンドB/Cが、共に**件(全体の73％)であり***な数値である
・トレンドBをPKG視点で見ると、SC-89/SC-90/SC-85の件数が多い ⇒******
・トレンドCをPKG視点で見ると、SC-59の件数が多い ⇒世代遅れPKGでありカタログ落ちが増加

トレンドB

小型 大型

A:最新
B:現行
C:世代遅れ
D:カタログ落ち・EOL

トレンドC
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